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 ＊開催日：令和３年２月２０日（土） 

 ＊会 場：下大渡野町構造改善センター 

 ＊内 容：①「在宅医療ってなぁに？」 

      ②「介護保険サービスを利用する」 

      ③「かかりつけ医で安心を！」 

      ④「その時に備えて」 
 

(1)性別・年齢                     (2)現在、誰と住んでいますか 

        
 

(3)介護が必要になった場合について、          (4)自分や家族の望む医療や介護について、 

家族と話し合ったことがありますか              家族と話しあった方がよいと思いますか 

            
 

(5)出来れば介護は家族でする方が            (6)介護が必要になったとき、 

望ましいと思いますか            家族の世話になりたくないと思いますか 

        

参加者数 16 人 

 
15 人 

回収率 94％ 

アンケート
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(７)あなたが介護が必要になったとき、どこで過ごしたいですか   

      
 

     自宅で過ごしたい 

 ① 息子も嫁も具合が悪かったら、すぐ病院に連れて行ってくれるし、食事の世話もよくしてくれる。 

   自分の事は自分で出来る。 

   ９７才まで元気だから長く世話にならないで死亡すると思う。 

   寝込んだら病院に行こうと思う。 

 

 

  病院・医院に入りたい 

 ① 残された家族、それぞれ仕事で大変だからあまり迷惑かけたくない。 

 

 ② 家族の世話になりたくない。 

 

 ③ 自分の娘がいないから。 

 

 

  施設に入りたい 

 ① 何でも完備しているから。 

 

 ② 両親を９７才まで自宅で介護してみて、難しい事が多かったので、自分は施設で見てもらいたい。誰も介護 

   する者がいないため。 
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(８)家族が介護が必要になったとき、どのようにしたいですか 

      
 

  病院・医院で過ごさせたい 

 ① 私自身老齢で自分の身体も健康でないので、主人が体重があり夜のオムツ替え、朝の着替え等、今大変な状 

   態です。 

 

 ② 自分も年だから。 

 

 

  施設に入れたい 

 ① 何でも完備しているから。 

 

 

(9)本日の講演は参考になりましたか           (10)特に参考になった講演はどれですか（複数回答可）                  

             

 

(11)本日の座談会についてご意見をお聞かせください 

 ① 参考になった。 

 

 ② 初めて聞く話がありましたので、大変ためになりました。 

 


